
 

 

 

 

 

 

 

７月 14 日（木） 18 時から、逗子文化プラザ・なぎさホー

ルにて『逗子市長桐ケ谷さとる市政報告会』が行われ、三浦

半島地域連合から 19 名が参加し、報告を聞きました。  

冒頭後援会会長より、新型コロナウイルスの影響もあり、

このような報告会が出来ない時期が多かったが確実に活動

は進めているので今後とも宜しくお願いしますとの挨拶が

ありました。  

その後、来賓紹介を

はさみ『逗子市長桐ケ

谷さとる市政報告会』に入りました。  

市政報告では４年間の振り返りとして①財政再建②新型

コロナウイルス対策 (逗子市死亡者０ )③傾斜地対策（三浦半

島地域連合政策制度でも提案）を紹介しました。  

その後は逗子市の将来を語り、我慢の４年で財政再建が一

定のレベルに達したために、今後は積極的に環境・教育・施

設や市民の要望などに財源をあてて、逗子市に住んでみたい

と思って頂ける市にして行きたいと抱負をのべました。  

その後、質疑応答では多くの支援者が質問とエールを送

り、 30 分以上に及び 19 時 30 分に終了しました。  

 

 

 

三浦半島地域連合は地域に『顔の見える活動』として、連合の日街頭行動を

月に１回、三浦半島地域の主要駅（大船駅・逗子駅・横須賀中央駅・京急久里浜

駅・追浜駅）で行い、三浦半島地域連合議員団や三浦半島地域連合役員が、その

月のテーマを訴える中で、ビラ入りの労働相談ティッシュを配付してきました。 

しかし、2020 年１月から日本国内にも新型コロナウイルスが流行し始めて、

2020年２月の連合の日街頭行動を最後に、約２年４か月に渡り中止をして来ま

した。 

６月 17 日（金）18 時から横須賀中央駅にて地域連合役員 14 名、議員２名

（角井・長谷川各横須賀市議会議員）合計 16名にて２年４ヵ月ぶりに再開しま

した。新型コロナウイルス対応として拡声器でのＰＲはせず、ティッシュ配付は手袋をして行いました。約１時間

で 2,000セット準備したティシュはほぼ配付を完了しました。 
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第 26回参議院議

員選挙が６月 22日

公示、７月 10日投

開票で行われ、連

合神奈川・三浦半

島地域連合が推薦

しました『深作ヘ

スス候補者』、『水

野もとこ候補者』

は全力で戦い、三浦半島地域連合としても公示日のボランティア活動

や三浦半島地域入りした時の支援などを構成組織の協力を得て行いま

した。結果は『水野もとこ候補者』５位当選、『深作ヘスス候補者』

７位惜敗となりました。（詳細は右表を確認してください。） 

全国比例選挙は組織内議員９名を擁立しましたが、８名が当選、

１名が惜敗となり、推薦者全員の当選は果たせなかったものの、この

結果を政策・制度要求と提言の実現に繋げていきます。 

 

 

 

2023年４月に行われる予定の第 20回統一地方選挙の推薦上申・決定が本年４月からスタートしています。 

統一地方選挙には連合神奈川・三浦半島地域連合からも多くの組織内議員がチャレンジする、一番大切なといって

も過言ではない選挙となります。この選挙の上申推薦は下記にて行うことになっています。。 

2022年４月～組織内議員（産別から上申） 

2022年 6月～組織外議員（三浦半島地域連合から上申） 

今後、連合神奈川の執行委員会は、７月には開催されないため、最短で８月の執行委員会による推薦になります。

三浦半島地域連合としては組織内がほぼ終了する９月連合神奈川執行委員会に向けて組織外候補の推薦上申の議論を

進めて行きます。６月の連合神奈川執行委員会までの三浦半島地域連合の組織内議員推薦決定者は下記となります。 

【神奈川県会議員】 【横須賀市議会議員】 【横須賀市議会議員】【横須賀市議会議員】【横須賀市議会議員】 

近藤大輔      伊関こうじ      長谷川昇      髙橋英明     工藤昭四郎 

(全駐労)      (JAM神奈川)     （神教協）    （自動車総連）   （全駐労） 

   現４期      現５期        現４期       現２期       現１期 

 

 今後、推薦候補者の必勝に向けて活動を展開していきますので、ご支援とご協力をお願いいたします。 


